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�
京
都
市
市
民
憲
章
（
昭
和
３１
年
５
月
３
日
制
定
）

一

わ
た
く
し
た
ち
京
都
市
民
は
、

美
し
い
ま
ち
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

一

わ
た
く
し
た
ち
京
都
市
民
は
、

清
潔
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一

わ
た
く
し
た
ち
京
都
市
民
は
、

良
い
風
習
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

一

わ
た
く
し
た
ち
京
都
市
民
は
、

文
化
財
の
愛
護
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

一

わ
た
く
し
た
ち
京
都
市
民
は
、

旅
行
者
を
あ
た
た
か
く
む
か
え
ま
し
ょ
う
。

５
月
３１
日
に
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都
で
、市
民
憲

章
推
進
者
の
市
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
憲
章
は
、
京
都
を
美
し
く
豊
か
に
す
る
た
め
、

市
民
の
守
る
べ
き
規
範
と
し
て
、
市
民
参
加
の
も
と
昭

和
３１
年
５
月
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
推
進
テ
ー
マ
「
進
め
よ
う

市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り

〜
時
を
超
え
美
し
く
ひ
と
輝
く
歴
史
都

市
・
京
都
を
目
指
し
て
〜
」
な
ど
、
毎
年
定
め
ら
れ
る

推
進
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
市
民
憲
章
を
永
年
に
わ
た
り

積
極
的
に
推
進
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
桝
本
市
長
か

ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

表彰を受けられた皆さん

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

藤
野

千
代
子
（
格
致
）

岡
川

章

（
成
徳
）

内
田

裕
子

（
淳
風
）

長
谷
川
き
よ
子
（
淳
風
）

松
本

泰
彦

（
修
徳
）

岡
本

國
義

（
有
隣
）

勝
間

昇

（
植
柳
）

菊
川

悦
子

（
稚
松
）

松
尾

稔

（
菊
浜
）

小
嵜

�

（
梅
逕
）

筈
井

綾
子

（
梅
逕
）

三
浦

勲

（
大
内
）

河
村

和
枝

（
崇
仁
）

福
田

健
一

（
崇
仁
）

�
順
不
同
・
敬
称
略
�

児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

５
月
末
に
お
送
り
し
た
児
童
手
当

現
況
届
を
６
月
３０
日
ま
で
に
福
祉

介
護
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
公

務
員
の
方
は
勤
務
先
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
）。

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
６

月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
を
差
し

止
め
て
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、

受
給
資
格
が
な
く
な
る
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

制
度
改
正
に
よ
り
、
４
月
か
ら

受
給
対
象
が
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
児
童
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
併

せ
て
、
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
新
た

に
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方

は
、
９
月
３０
日
（
た
だ
し
、
同
日

は
閉
庁
日
の
た
め
２９
日
）
ま
で
に

請
求
す
れ
ば
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
方
は
お
越
し
く
だ

さ
い
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
）。

�

福
祉
介
護
課
児
童
手
当
担
当

（
�
３７１
・
７
２
１
６
）

夏
休
み
中
の
概
ね
３
日
間
、
事

前
に
研
修
を
受
け
た
う
え
で
、
地

域
や
福
祉
施
設
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
福
祉
活
動
に
か
か

わ
る
中
学
・
高
校
生
の
方
を
募
集

し
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
保
育
所
で
の
子

ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
高
齢
者

の
方
と
楽
し
む
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

夏
休
み
の
期
間
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
多
く
の
人
と
ふ
れ

あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

原
則
と
し
て
区
内
に
在
住

ま
た
は
通
学
す
る
中
学
・
高
校
生

申
込
期
間

７
月
５
日（
水
）ま
で

�

申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
�
３６１

・
１
８
８
１
）
ま
で

高齢者とのレクリエー
ションの様子
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食
中
毒
は
、
飲
食
店
で
提
供

さ
れ
た
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
家
庭
で
の
食
事

が
原
因
と
み
な
さ
れ
る
食
中
毒

が
全
体
の
２０
％
近
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
梅
雨
の
時
期
か
ら
夏

場
に
か
け
て
は
、
細
菌
が
発
育

し
や
す
く
、
食
中
毒
が
多
く
な

る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

最
近
の
特
徴
と
し
て
は
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
少
量
の
ウ

イ
ル
ス
で
発
症
す
る
食
中
毒
の

増
加
が
見
ら
れ
、
調
理
前
の
手

洗
い
が
予
防
に
有
効
で
す
。

�

衛
生
課
食
品
衛
生
担
当

（
�
３７１
・
７
２
９
９
）

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１.

食
品
の
購
入

�
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を

購
入
す
る
。

�
冷
蔵
や
冷
凍
さ
れ
た
食
品
は
、

買
い
物
の
最
後
に
購
入
す
る
。

２.

食
品
の
保
存

�
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品

は
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫

に
入
れ
る
。

�
肉
や
魚
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容

器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
内
で
他
の

食
品
に
汁
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

�
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
過

ぎ
に
注
意
す
る
。
目
安
は
７
割

程
度
。

３.

下
準
備

�
作
業
の
前
や
肉
、
魚
、
卵
を

扱
っ
た
後
は
、
手
を
洗
う
。

�
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
包
丁
、

ま
な
板
は
よ
く
洗
浄
し
、
熱
湯

で
消
毒
す
る
。

４.

調
理

�
加
熱
調
理
す
る
食
品
は
中
心

部
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る
（
中

心
部
が
７５
℃
で
１
分
以
上
）。

�
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、

た
わ
し
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
、

使
用
後
洗
浄
し
、
熱
湯
を
か
け

る
な
ど
の
消
毒
を
行
う
。

５.

食
事

�
食
事
の
前
に
手
を
洗
う
。

�
食
品
は
室
温
に
長
く
放
置
せ

ず
、
早
め
に
食
べ
る
。

６.

残
っ
た
食
品

�
早
く
冷
え
る
よ
う
に
、
浅
い

容
器
に
小
分
け
し
て
冷
蔵
庫
に

保
存
す
る
。

�
調
理
後
、
時
間
が
た
ち
過
ぎ

た
り
、
少
し
で
も
あ
や
し
い
と

思
っ
た
ら
、
食
べ
ず
に
思
い
切

っ
て
捨
て
る
。

市市
民民
憲憲
章章
推推
進進
者者

市市市市市市市市市

長長長長長長長長長

表表表表表表表表表

彰彰彰彰彰彰彰彰彰

市市市市市市市市市市市市市市市市市市

長長長長長長長長長長長長長長長長長長

表表表表表表表表表表表表表表表表表表

彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
下京区からは
個人１４人が表彰

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
の
保

険
料
免
除
制
度
が
拡
充
さ
れ
、「
全

額
免
除
」
と
「
半
額
免
除
」
に
加

え
、
７
月
か
ら「
４
分
の
３
免
除
」

及
び
「
４
分
の
１
免
除
」
が
追
加

さ
れ
ま
す
。

免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金

額
を
計
算
す
る
と
き
に
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
期
間
と
比
べ
て

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
減
額
と
な

り
ま
す
。

な
お
、全
額
免
除
の
方
以
外
は
、

一
部
納
付
額
を
納
め
忘
れ
る
と
未

納
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

制
度
を
上
手
に
活
用
し
て
、
将

来
の
受
給
権
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

免
除
の
承
認
基
準

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
い
ず
れ
も
基
準
額
以
下

で
あ
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
所

得
に
応
じ
た
保
険
料
の
免
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
免
除
の

対
象
と
な
る
所
得
は
世
帯
の
構
成

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
、
下
表
が

目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
４
人
世
帯
」「
２
人
世
帯
」
の

夫
婦
は
、
夫
か
妻
の
ど
ち
ら
か
の

み
に
所
得
が
あ
る
世
帯
の
場
合
、

「
４
人
世
帯
」
の
子
は
１６
歳
未
満

の
場
合
の
目
安
で
す
。

�

保
険
年
金
課
年
金
老
人
保
健

担
当
（
�
３７１
・
７
２
５
４
）

児童手当現況届

６月中に
提出してください

青
少
年
福
祉
体
験
事
業

ユ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

梅梅雨雨をを迎迎ええるる

ここのの時時期期はは

食食中中毒毒ににごご注注意意をを

１８９万円１４１万円９３万円５７万円単身世帯

２４７万円１９５万円１４２万円９２万円２人世帯（夫婦のみ）

３３５万円２８２万円２３０万円１６２万円４人世帯（夫婦・子２人）

１／４免除半額免除３／４免除全額免除世帯構成

免除の対象となる所得の目安（平成１８年度）

国国国国国国国国国
民民民民民民民民民
年年年年年年年年年
金金金金金金金金金
保保保保保保保保保
険険険険険険険険険
料料料料料料料料料
ののののののののの

免免免免免免免免免
除除除除除除除除除
制制制制制制制制制
度度度度度度度度度
ががががががががが
拡拡拡拡拡拡拡拡拡
充充充充充充充充充
さささささささささ
れれれれれれれれれ
ままままままままま
すすすすすすすすす

年
金
額 

全額免除 3/4免除 半額免除 1/4免除 全額納付 

全額 

１
－
3

１
－
2

2
－
3

5
－
6

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１２６号 平成１８年６月１５日


